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1．はじめに  

本来，有限要素解析の地盤材料パラメタは対象地盤における原位置試験・室内土質試験を基に設

定することが望ましいが，実務においては十分な試験が実施されていないことも多いのが現状であ

る．有効応力解析プログラム FLIP ROSE1) 2)では簡易的にパラメタを設定する手法（簡易パラメタ設

定法 3)）が研究・開発され用いられている．この設定法は，N 値，細粒分含有率 Fc，有効上載圧 σ’v

から材料パラメタを算出する．今回は近年開発されたカクテルグラスモデル（以下，CGM）に対す

る簡易パラメタ設定法（暫定版） 4)の 2 次元断面適用性の確認を行うことを目的として，既往地震

により被災が確認された矢板式係船岸を対象に解析を行った結果について報告する．なお，検討に

際しては FLIP ver.7.4.4 を用い

た． 

2．検討対象と解析パラメタ 

本検討で用いた秋田港大浜 2

号岸壁（矢板式係船岸） 5)の解析

モデル断面と入力地震動は図 1，

2 の通りである．本断面では矢板の被 

災として残留杭頭水平変位 1.0～ 1.8m

が観測された．解析条件の詳細は既

往文献 5)を参照されたい．本検討では，

地盤全層を CGM でモデル化し，液状

化対象層である Layer1 と Layer2 につ

いては，パラメタを簡易パラメタ設 

定法（暫定版）で設定した．一方，その他の地層のパラメタは文献 5)と同様とした．なお，解析は

排水条件で実施し，透水係数は土質に応じた一般値を用いた．地盤のパラメタ一覧は表 1 に示し， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 解析モデル 5)

図 2 入力地震動 5)  
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(a)Layer1                              (b)Layer2 
図 3 液状化強度比の比較 
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図 3 に液状化対象層である Layer1，Layer2 の液状化強度 

比を示す．ここで， qus は定常状態（Steady state）におけ

る非排水せん断強度で， qus =∞の場合は定常状態（Steady 

state）が発揮しない条件である．Layer1 は qu s を簡易パラ

メタ設定法（暫定版）で設定した場合，qus =∞のいずれで

も試験値に比べてやや大きな液状化強度となった．一方，

Layer2 は qu s =∞で試験値と比べて大きな液状化強度とな

り，qus が簡易パラメタ設定法（暫定版）の場合，試験値

と概ね液状化強度は一致した．なお，Layer1，Layer2 とも

に試験の液状化強度は N 値，Fc， σ’v から時松・吉見の方

法(簡易パラメタ設定法(暫定版)で目標とする液状化強

度)から求めた値より小さいものであったことには注意が

必要である．なお，2 次元解析は qus を簡易パラメタ設定

法（暫定版）と qus  =∞の 2 ケース実施した． 

3．検討結果 

図 4 に残留変形図を示す．矢板頭部の残留変位は qus (簡

易パラメタ設定法(暫定版))で 4.62m， qu s =∞

で 1.60m となり qus  =∞の方が被災値（ 1.0～

1.8m）に近い値になった．これより，解析で

は qu s 値を適切に設定することが重要である

と考える．  

4．まとめ 

矢板式係船岸を対象に液状化対象層の N 値，

有効拘束圧σ v’ ，細粒分含有率 Fc から CGM

のパラメタを簡易パラメタ設定法（暫定版）

により推定し， 2 次元動的有効応力解析を行

い，矢板の変位量の比較を行った．その結果，

qus  =∞で被災状況を再現するものの qu s 値を適切に評価・設定することが重要であることが分かっ

た． 
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(a)  qu s （簡易パラメタ設定法（暫定版）) 

 

(b)  qu s =∞  

図 4 残留変形図  

表 1 パラメタ一覧  
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